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1. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の損益状況につきましては、経常収益は、資金運用収益が減少した一方、持分法適用関

連会社３社（いわぎんリース・データ株式会社、株式会社いわぎんディーシーカード及び株式会社いわぎんクレジッ

トサービス：以下、「グループ３社」といいます。）の連結子会社化に伴い、その他業務収益等が増加したことから、

前年同期比７億 63 百万円増の 355 億 79 百万円となりました。 

経常費用は、グループ３社の連結子会社化に伴うその他業務費用及び営業経費の増加を主因として、前年同期比 

30 億 76 百万円増の 291 億 16 百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比 23 億 12 百万円減の 64 億 63 百万円となりました。親会社株主に帰属する四半

期純利益は、グループ３社の株式追加取得に伴う負ののれん発生益の計上等により、前年同期比 34 億 23 百万円増の

93 億 46 百万円となりました。 

(2) 財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は公金預金の減少を主

因として前連結会計年度末比 2,511 億円減少し２兆 9,971 億円となりました。 

貸出金は、個人向け貸出が増加した一方、法人向け貸出及び地方公共団体向け貸出が減少したことから、前連結会

計年度末比 368 億円減少し１兆 7,359 億円となりました。 

有価証券は、国債の残高が減少したことなどにより、前連結会計年度末比 63 億円減少し１兆 3,149 億円となりま

した。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成 28 年 11 月 11 日に公表いたしました業績予想に変更はございません。

2．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の処理

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより

算定しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場

合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 14 百万円増加し

ております。 
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(4) 追加情報 

（「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」の適用） 

    「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。 

（退職給付制度の変更に伴う特別利益の計上） 

     当行は、平成 28 年４月１日付で確定給付企業年金制度（待期者及び年金受給者部分を除く）の一部を確定拠出

年金制度に移行しており、移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会

計基準適用指針第１号 平成 14 年１月 31 日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第２号 平成 19 年２月７日）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給付制度の一

部終了の処理を行いました。 

    なお、本移行に伴う退職給付債務の減少による 863 百万円の特別利益を当第３四半期連結累計期間に計上してお

ります。 
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〔説明資料〕平成２９年３月期第３四半期決算の概要（単体）

【連結】 （単位：百万円）

前年同期比

連結経常収益 35,579 763 34,816

連結経常利益 6,463 △ 2,312 8,775

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,346 3,423 5,923

4,088 4,088 －

負ののれん発生益等を除く 5,258 △   665 5,923

28年3月期
第3四半期

29年3月期
第3四半期

うち負ののれん発生益等※

5,733
4,834

5,9055,756 5,923

9,346

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

百万円 【単体】四半期純利益

【連結】親会社株主に帰属する四半期純利益

27/3期
第3四半期

28/3期
第3四半期

29/3期
第3四半期

＜単体＞ ※増減は前年同期比

■経常収益～323億円（△23億円）

資金運用収益および有価証券売却益の減少

を主因として23億円減少

■業務粗利益～252億円（△27億円）

運用利回りの低下による資金利益の減少に

加えて、国債等債券損益の減少やデリバティブ

関連費用の発生を主因として27億円減少

■経費～197億円（＋１億円）

店舗関連費用等が増加し、１億円増加

■業務純益～55億円（△26億円）

業務粗利益の減少などにより26億円減少

■経常利益～60億円（△26億円）

業務純益の減少などにより26億円減少

■四半期純利益～48億円（△10億円）

退職給付制度の変更に伴う特別利益を計上

したものの、経常利益の減少により10億円減少

＜連結＞

■連結経常利益～64億円（△23億円）

単体経常利益の減少などにより23億円減少

■親会社株主に帰属する四半期純利益

～93億円（＋34億円）

関連会社３社の子会社化（支配獲得）に伴う

特別利益（負ののれん発生益）の計上により

34億円増加

１． 損益の状況

※１．実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額

※２．コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

最終利益の推移（単体・連結）

（単位：百万円）

前年同期比

経常収益 32,396 △ 2,396 34,792

業務粗利益 25,239 △ 2,705 27,944

23,015 △ 1,157 24,172

2,996 △   390 3,386

△   773 △ 1,158 385

△   210 △   602 392

経費（△） 19,702 167 19,535

10,250 △   311 10,561

8,283 410 7,873

5,536 △ 2,872 8,408

5,747 △ 2,269 8,016

△    18 △   186 168

業務純益 5,554 △ 2,686 8,240

臨時損益 520 5 515

うち不良債権処理額（△） 399 △   774 1,173

うち貸倒引当金戻入益 － － －

うち株式等関係損益 1,148 △   468 1,616

経常利益 6,075 △ 2,681 8,756

特別損益 754 805 △    51

税金費用 1,995 △   804 2,799

四半期純利益 4,834 △ 1,071 5,905

うち物件費

実質業務純益

28年3月期
第3四半期

29年3月期
第3四半期

一般貸倒引当金繰入額(△）

コア業務純益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

　（うち国債等債券損益）

うち人件費

※負ののれん発生益および段階取得に係る差損
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8,190
8,602 8,854

4,695
5,096

4,998

3,413 3,6823,522

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

26/12末 27/12末 28/12末

末残、億円

中小企業等貸出金残高

うち中小企業向け貸出

うち個人ローン

9,358 9,680 9,593 

3,310 3,421 3,538 

3,850 4,270 4,167 

0

5,000

10,000

15,000

27/3 3Q 28/3 3Q 29/3 3Q

億円

法人 個人 地方公共団体

（単位：億円、％）

貸出金末残の推移

※平残は第3四半期累計（9ヵ月間）の計数

２． 貸出金

貸出金平残の推移

26年12月末 27年12月末 28年12月末 28年3月末前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

貸出金末残 16,744 17,715 17,364 △ 351 △ 1.9 17,728

貸出金平残 16,519 17,373 17,299 △ 74 △ 0.4    17,422

【中小企業等貸出金の状況】

■ 中小企業向け貸出

個人事業主を含む中小企業向け貸出金残高は、前年同期比98億円（1.9％)増加の5,096億円となり

ました。このうち岩手県内向けは、同70億円（2.0％）増加の3,489億円となりました。

■ 個人ローン

個人ローンの残高は、前年同期比160億円（4.5％）増加の3,682億円となりました。このうち住宅ロー

ン残高は、同119億円（3.6％）増加の3,420億円となりました。

中小企業等貸出金残高の推移

27/3期
第3四半期

28/3期
第3四半期

17,29917,373
16,519

貸出金残高は、個人向け貸出が増加したものの、法人向け貸出および地方公共団体向け貸出が減少

したことから、前年同期比351億円（1.9％）減少の1兆7,364億円となりました。 また、平均残高は、同74億

円（0.4％）減少の1兆7,299億円となりました。

9,432 9,907 9,544 

3,495 3,603 3,758 

3,817 
4,204 4,060 

0

5,000

10,000

15,000

27/3 3Q 28/3 3Q 29/3 3Q

億円

法人 個人 地方公共団体

26/12末 27/12末 29/3期
第3四半期

28/12末

17,36417,715

16,744
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1,309 1,453 1,597

507 300 232

784 812 811

0

1,000

2,000

26/12末 27/12末 28/12末

億円

保険 公共債 投資信託

（単位：億円、％）

5,662 5,829

4,387

19,442 19,576 19,677

6,069

4,939 4,188

93 87 118

0

10,000

20,000

30,000

26/12末 27/12末 28/12末

億円 個人 一般法人 公金 金融機関

預金等末残の推移 預金等平残の推移

30,137 30,05429,879

※平残は第3四半期累計（9ヵ月間）の計数

３． 預金等（譲渡性預金を含む）

26年12月末 27年12月末 28年12月末 28年3月末前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

預金等末残 30,137 29,879 30,054 175 0.5 32,485

預金等平残 30,832 30,731 30,699 △ 32 △ 0.1 30,462

４． 預り資産

預り資産の残高は、保険の増加により、前年同期比75億円増加の2,641億円となりました。また、期中

販売額は、投資信託が154億円、公共債が14億円、保険が151億円、総体では319億円となり、前年同

期比76億円減少しました。

29年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

販売合計 319 △ 76 △ 19.2

投資信託 154 △ 17 △ 9.9

公共債 14 △ 5 △ 26.3

保険 151 △ 54 △ 26.3

（単位：億円、％）

預り資産残高の推移

※保険については有効契約残高を記載しております。

2,5662,601 2,641

5,338 5,660

5,530

19,205 19,424 19,417

6,011

6,170 5,134

117 115 136

0

10,000

20,000

30,000

26/12末 27/12末 28/12末

億円 個人 一般法人 公金 金融機関

27/3期
第3四半期

28/3期
第3四半期

29/3期
第3四半期

30,832 30,731 30,699

預金等残高は、公金預金が減少したものの、個人預金および法人預金が増加したことから、前年同期

比175億円（0.5％）増加の3兆54億円となりました。一方、平均残高は、公金預金の減少を主因として、同

32億円（0.1％）減少し、3兆699億円となりました。

預り資産販売額
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（単位：億円、％）

11,374
10,560

1,213

10,224

537
510

480
1,011

1,230
985

713

1,398

8,000

10,000

12,000

14,000

26/12末 27/12末 28/12末

億円

債券 株式 外国証券 その他証券

※平残は第3四半期累計（9ヵ月間）の計数

５． 有価証券
有価証券末残の推移

13,270
13,798

13,171

26年12月末 27年12月末 28年12月末 28年3月末前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

有価証券末残 13,798 13,270 13,171 △ 99 △ 0.7 13,208

有価証券平残 13,105 12,932 13,231 299 2.3 12,855

406

256

351 347

241
228

69
46 43

0

200

400

600

800

26/12末 27/12末 28/12末

億円 債券 株式 その他（投資信託等）

有価証券の評価差額（含み益）の推移

631655
704

（２） 有価証券関係損益

有価証券関係損益は、プラス９億円となりました。主な内訳としましては、債券および株式等の売却益が

23億円、債券の償還損が13億円であります。

27年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

28年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

29年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

28年3月期
前年同期比

国債等債券損益 A 354 392 △ 210 △ 602 254

売却益 487 1,333 1,122 △ 211 2,057

償還益 － － － － －

売却損（△） 114 5 － △ 5 5

償還損（△） 18 936 1,333 397 1,797

償却（△） － － － － －

株式等関係損益 B 164 1,616 1,148 △ 468 1,920

売却益 246 1,618 1,190 △ 428 1,922

売却損（△） 0 － 41 41 －

償却（△） 81 1 － △ 1 1

有価証券関係損益 A＋B 519 2,008 937 △1,071 2,175

（１） 有価証券の評価差額（含み益）の状況

（単位：百万円）

※当行では四半期洗替法を採用しております。

有価証券の評価差額（含み益）は、前年同期比

24億円減少し、631億円（うち債券347億円、株式241

億円、投資信託等43億円）となりました。

有価証券残高は、債券の運用残高が減少したこ

となどにより、前年同期比99億円（0.7％）減少の

1兆3,171億円となりました。一方、平均残高は、投

資信託等の運用残高が増加したことなどにより、同

299億円（2.3％）増加の1兆3,231億円となりました。
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６． 与信費用

27年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

28年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

29年3月期
第3四半期
（9ヵ月間）

28年3月期
前年同期比

与信費用 221 1,334 381 △ 953 1,669

一般貸倒引当金繰入額 － 168 △ 18 △ 186 △ 122

不良債権処理額 529 1,173 399 △ 774 1,798

貸出金償却 13 1 2 1 1

個別貸倒引当金繰入額 － 952 207 △ 745 1,581

偶発損失引当金繰入額 168 132 84 △ 48 123

債権売却損 348 87 105 18 92

貸倒引当金戻入益 （△） 307 － － － －

償却債権取立益 （△） 0 7 － △ 7 7

偶発損失引当金戻入益 （△） － － － － －

（単位：百万円）

26年12月末 27年12月末 28年12月末 28年3月末
前年同期比

破産更生債権及び

これらに準ずる債権
90 87 73 △ 14 88

危険債権 185 218 233 15 237

要管理債権 108 106 80 △ 26 96

合 計 384 413 387 △ 26 423

７． 金融再生法開示債権

金融再生法開示債権は、前年同期比26億円減少の387億円となりました。 また、不良債権比率は、不良

債権残高の減少により、前年同期比0.10ポイント低下し、2.21％となりました。

なお、当行では部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の不良債権比率は2.13％となりま

す。

（単位：億円）

108 106 80

185 218 233

90
87 73

0

100

200

300

400

26/12末 27/12末 28/12末

億円

要管理債権 危険債権 破産更生債権等

金融再生法開示債権の推移

384
413

387

2.212.27 2.31

2.192.15
2.13

1.0

2.0

3.0

26/12末 27/12末 28/12末

％

不良債権比率

部分直接償却を実施した場合の不良債権比率

総与信額に対する比率の推移

与信費用は、個別貸倒引当金繰入額の減少等による不良債権処理額の減少を主因として、前年同期比

9億円減少の3億円となりました。
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８． 自己資本比率の状況

自己資本比率は、劣後ローンの返済による自己資本額の減少や、リスクアセットが増加したことなどによ

り単体ベースで前年同期比1.29㌽低下の12.13％、連結ベースで同0.98㌽低下の12.49％となりました。

【単体】

27年12月末 28年12月末 28年3月期
前年同期比

自己資本 （a） 1,613 1,558 △ 55 1,597

コア資本に係る基礎項目 1,620 1,581 △ 39 1,613

（うち劣後ローン） (    90) (    －) (△ 90) (    80)

コア資本に係る調整項目（△） 7 22 15 16

リスクアセット （b） 12,020 12,843 823 12,252

自己資本比率 （a/b） 13.42% 12.13% △ 1.29% 13.03%

（単位：億円）

【連結】 （単位：億円）

※ 「コア資本に係る基礎項目」および「コア資本に係る調整項目」の内訳につきましては、説明
資料１６ページ「７．自己資本比率（国内基準）」をご覧ください。

27年12月末 28年12月末 28年3月期
前年同期比

自己資本 （a） 1,619 1,619 △ 0 1,604

コア資本に係る基礎項目 1,627 1,637 10 1,613

（うち劣後ローン） (    90) (    －) (△ 90) (    80)

コア資本に係る調整項目（△） 7 17 10 8

リスクアセット （b） 12,024 12,960 936 12,270

自己資本比率 （a/b） 13.47% 12.49% △ 0.98% 13.07%
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 平成 29 年 3 月期第 3 四半期決算の概要（単体） 

１．損益の状況 
(単位：百万円) 

   平成29年3月期 

第3四半期 

（9ヵ月） 

（Ａ） 

 平成28年3月期 

第3四半期 

（9ヵ月） 

（Ｂ） 

 平成29年3月期 

業績予想 

（12ヵ月） 

 

業績予想比 

進捗率 

 
   前年同期比 

(Ａ)－(Ｂ) 
 

経 常 収 益 32,396 △ 2,396 34,792   

業 務 粗 利 益 25,239 △ 2,705 27,944   

（除く国債等債券損益（５勘定尻）） 25,449 △ 2,103 27,552   

 資 金 利 益 23,015 △ 1,157 24,172   

 役 務 取 引 等 利 益 2,996 △   390 3,386   

 
そ の 他 業 務 利 益 △   773 △ 1,158 385   

（ う ち 国 債 等 債 券 損 益 ） △  210 △   602 392   

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 19,702 167 19,535   

 人 件 費 10,250 △   311 10,561   

 物 件 費 8,283 410 7,873   

 税 金 1,168 68 1,100   

実 質 業 務 純 益 5,536 △ 2,872 8,408   

 コア業務純益（除く国債等債券損益） 5,747 △ 2,269 8,016 7,200 79.8％ 

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △  18 △   186 168   

業 務 純 益 5,554 △ 2,686 8,240   

 うち国債等債券損益（５勘定尻） △  210 △  602 392   

臨 時 損 益 520 5 515   

 ② 不 良 債 権 処 理 額 399 △   774 1,173   

  貸 出 金 償 却 2 1 1   

  個別貸倒引当金繰入額 207 △   745 952   

  偶発損失引当金繰入額 84 △    48 132   

  債 権 売 却 損 105 18 87   

 ③ 償 却 債 権 取 立 益 ― △     7 7    

 株 式 等 関 係 損 益 1,148 △   468 1,616    

 

 

株 式 等 売 却 益 1,190 △   428 1,618   

 株 式 等 売 却 損 41 41 ―   

 株 式 等 償 却 ― △     1 1   

 退職給付費用（臨時分） 398 222 176   

 そ の 他 臨 時 損 益 170 △    71 241   

経 常 利 益 6,075 △ 2,681 8,756 6,700 90.6％ 

特 別 損 益 754 805 △   51   

 

固 定 資 産 処 分 損 益 △  109 △   112 3    

減 損 損 失 0 △   54 54    

そ の 他 の 特 別 損 益 863 863 ―    

税 引 前 四 半 期 純 利 益 6,829 △ 1,875 8,704    

法 人 税 等 1,995 △   804 2,799   

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 4,834 △ 1,071 5,905 5,200 92.9％ 
    

 
 

 

与信関係費用（①＋②－③） 381 △   953 1,334    

(注)記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
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２．貸出金の残高 

                                        （単位：億円） 

 平成 28 年 12 月末 

 

 平成 27 年 12 月末 

 

 平成28年3月末 

平成27年12月末比 

貸出金（平残） 17,299 △  74 17,373 17,422 

貸出金（末残） 17,364 △ 351 17,715 17,728 

 中小企業等貸出残高 8,854 252 8,602 8,849 

  中小企業向け貸出残高 5,096 98 4,998 5,208 

  個人向け貸出残高 3,758 155 3,603 3,641 

   消費者ローン 3,682 160 3,522 3,556 

    住宅ローン 3,420 119 3,301 3,322 

 

岩手県内貸出金（末残） 11,269 △  42 11,311  11,492 

 
 
３．預金等の残高 

                                        （単位：億円） 

 平成 28 年 12 月末 

 

 平成 27 年 12 月末 

 

 平成28年3月末 

平成27年12月末比 

預金等（平残） 30,699 △  32 30,731 30,462 

預金等（末残） 30,054  175 29,879 32,485 

 個 人 19,677 101 19,576 19,307 

 法 人 6,069 240 5,829 5,574 

 金 融 118 31 87 442 

 公 金 4,188 △ 199 4,387 7,159 

      

岩手県内預金等（末残） 27,907 260 27,647  30,275 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 
 
 
４．預り資産の残高 

                                          （単位：億円） 

 平成 28 年 12 月末 

 

 平成 27 年 12 月末  平成28年3月末 

平成27年12月末比 

投 資 信 託 811 △   1 812 801 

公 共 債 232 △   68 300 285 

個人年金保険等 1,597 144 1,453 1,487 

  合  計 2,641    75 2,566 2,574 

（注）個人年金保険等は有効契約残高を記載しております。 
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５．時価のある有価証券の評価差額 
                                               (単位：億円） 

 
平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末 

 

平成 28 年 3月末 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 12,736 631 669 37 12,881 655 684 29 12,819 673 715 41 
 株式 487 241 242 1 499 256 258 1 429 188 194 6 

債券 9,904 347 353 6 10,234 351 353 1 10,123 447 448 1 

その他 2,344 43 73 30 2,147 46 73 26 2,266 38 71 33 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

                                             (単位：億円） 

 
平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 3月末 

帳簿 

価額 

含み損益 帳簿 

価額 

含み損益 帳簿 

価額 

含み損益 

 うち益うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的  356 44 44 0 380 32 33 0 377 50 50 0 

 債券 319 44 44 － 325 32 32 －  325 49 49 － 

 その他 37 0 0 0 54 0 0 0  51 0 0 0 

 
６．金融再生法開示債権 
                                         （単位：億円） 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 3月末 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
73 87 88 

危 険 債 権 233 218 237 

要 管 理 債 権 80 106 96 

  合 計 387 413 423 
 

不 良 債 権 比 率   2.21％   2.31％  2.37％ 

（注）上記の平成 28 年 12 月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第 4条に規定

する各債権のカテゴリーにより分類し、当行の定める自己査定基準に基づいた平成 28 年 12 月末時点の債務者

区分による残高であります。 

※債務者区分との関係 

   破産更生債権及びこれらに準ずる債権：実質破綻先、破綻先の債権 

   危険債権 ：破綻懸念先の債権 

   要管理債権：要注意先のうち、元本または利息の支払いが 3 カ月以上延滞しているか、又は貸出条件を

緩和している債権 

（参考）部分直接償却を実施した場合 

  当行は、部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の不良債権比率は、2.13％となります。 

（単位：億円） 

 平成 28 年 12 月末 平成 27 年 12 月末  平成 28 年 3月末 

金融再生法開示債権 372 390  402 

不 良 債 権 比 率 2.13％ 2.19％  2.25％ 
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７．自己資本比率（国内基準） 
 
【単 体】 
                                              （単位：百万円） 

 
28 年 12 月末 28年3月末 27年12月末 

[速報値] ２８年３月末対比 ２７年１２月末対比   

（１）自己資本比率 12.13％ △ 0.90％ △ 1.29％ 13.03％ 13.42％ 

（２）コア資本に係る基礎項目 158,106 △  3,244 △  3,989 161,350 162,095 

   普通株式に係る株主資本 154,949 4,792 5,346 150,157 149,603 

   普通株式に係る新株予約権 156 10 10 146 146 

   一般貸倒引当金 3,000 △    46 △   345 3,046 3,345 

   適格旧資本調達手段の額 － △  8,000 △  9,000 8,000 9,000 

（３）コア資本に係る調整項目 2,293 649 1,542 1,644 751 

   無形固定資産 449 △    73 208 522 241 

   前払年金費用 1,843 722 1,333 1,121 510 

   自己保有普通株式等 0 0 0 0 0 

（４）自己資本(2)-(3) 155,813 △  3,893 △  5,530 159,706 161,343 

（５）リスクアセット 1,284,395 59,097 82,394 1,225,298 1,202,001 

 

【連 結】   
                                                （単位：百万円） 

 
28 年 12 月末 28年3月末 27年12月末 

[速報値] ２８年３月末対比 ２７年１２月末対比   

（１）自己資本比率 12.49％ △ 0.58％ △ 0.98％ 13.07％ 13.47％ 

（２）コア資本に係る基礎項目 163,710 2,365 983 161,345 162,727 

   普通株式に係る株主資本 160,636 9,852 10,412 150,784 150,224 

   退職給付に係るその他 

包括利益累計額 
△  401 231 △   411 △    632 10 

   普通株式に係る新株予約権 156 10 10 146 146 

   一般貸倒引当金 3,319 273 △    26 3,046 3,345 

   適格旧資本調達手段の額 － △  8,000 △  9,000 8,000 9,000 

（３）コア資本に係る調整項目 1,749 898 999 851 750 

   無形固定資産 458 △    64 217 522 241 

   退職給付に係る資産の額 1,290 962 781 328 509 

   自己保有普通株式等 0 0 0 0 0 

（４）自己資本(2)-(3) 161,960 1,466 △    16 160,494 161,976 

（５）リスクアセット 1,296,058 69,032 93,622 1,227,026 1,202,436 
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